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～高校生と短大生のコラボによる6次産業化～

▼研究の概要（背景・目標）

人口減少、少子高齢化が進む岩手県沿岸部
において持続可能な地域社会の発展、地元へ
の若年者の定着を推進するために、高校生と
短大生が中心となって、地域の農水産物を利
用した商品の開発・製造・販売（６次産業
化）の全過程をマネジメントするビジネスモ
デルについて検証する。

▼研究の成果（結論・考察）

1. 地元食材を生かした食品を多数考案し、う

どん、フレーク、煮つけなどの商品を試
作した結果、タラポムなど、商品化の可
能性を秘めた食品の開発に成功。

2. 冷凍食品、レトルト食品などよりも、パッ

ケージデザインや輸送、保管、販売と
いった流通のメリットを考えれば、缶詰
がベストな食品形態であることを確認。

▼研究の内容（方法・経過）

1. 地元食材（宮古の農林水産物）を生かし
た商品を考案し開発。

2. 商品流通のインパクトをねらったネーミ
ングとパッケージをデザイン。

3. 加工食品コンクールへの出品と、その評
価を受けてバイヤーと交渉。

4. 商品の最も効率的な製造と効果的な販売
のありかたを追究。

5. 高校生と短大生が６次産業化をどうマネ
ジメントしたかについて検証。

高校生・短大生の発案による地元食材を生かした食品

▼おわりに（まとめ・今後の展開）

1. 新型コロナウイルス感染症の拡大により、高校生と短大生の対面による作業が困難を極め、さらにはすべて
の食品加工コンクールが中止となり、成果を検証する場も喪失したことは、研究への打撃であった。

2. 令和３年地域協働研究では、開発に成功した商品のコンクールへの出品と、高校生・短大生が地元企業と交
渉を経て商品の製造と販売のプロセスをどう実現できるかを検証する。
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